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• IMM(In Memory Middleware)

• 新Magicモニタ
• 新規/機能追加コンポーネント
• 今後の計画
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Magic xpi4.14ではメッセージング層を構成するミドルウェアが変更されました。

【ミドルウェアの変遷】

• ～Magic xpi3.x：Magic Request Broker：独自製品

• ～Magic xpi 4.13：In Memory DataGrid：GigaSpaces, サードパーティ製品
GigaSpace Technology社との契約終了に伴い、2026年12月31日で
GigaSpacesはライセンス切れのため、動作しなくなります
2026年12月31日までにMagic xpi最新版へのUpgradeをお願いいたします

• Magic xpi4.14～：In Memory Middleware ：独自製品
➢ パフォーマンスと信頼性の向上を目指して
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【4.13と比較して】

• 軽い、早い
⇒ たとえばHTTPトリガの最初のリクエストの実行時間が大幅に短縮
⇒ リソース使用量：少 下図はプロジェクト停止状態のWSL2上でのIMM使用リソース
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【IMMアーキテクチャ概要】

• メッセージング層として構成
➢ 独自コンテナ(Docker/Kubernetes)として構成
➢ Docker/ Kubernetes：Linux上の最新コンテナ技術
➢ Linux上でIMMは稼働

• Magic xpi サーバ(プロジェクト)との通信
➢ プロジェクトは今まで同様Windows上で稼働
➢ IMMエージェント(Windows上のプロセス)を使用してIMMと通信

• IMMとMagic xpi サーバ
➢ １つのIMMに対し、複数のMagic xpiサーバが接続可能
➢ 負荷分散、可用性
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【 Docker/ Kubernetes 】

• ベースはコンテナ技術
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【 Docker/ Kubernetes 】

• コンテナはホストOS ごとに独立した環境を構築するため、別ホストで運用する場合には管
理が煩雑
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【 Docker/ Kubernetes 】

• Kubernetes：複数ホストでコンテナを管理・運用
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【 Docker/ Kubernetes 】

• Kubernetesのメリット
➢ アプリケーションの効率的な新機能リリースが可能

アプリケーションの公開を自動化できる。万が一、アプリケーションに不具合があった場合には、
修正後のバージョンへ入れ替えたり、ロールバックをしたりする作業も自動で行われる。

➢ 障害に強い自己回復機能
Kubernetes には自己回復機能により、コンテナがダウンしたり、操作ミスで削除
してしまったりした場合も、自動回復。

➢ オンプレミス・クラウドの両環境で利用可能
オンプレミスでの利用の場合、 Kubernetes 用のソフトウェア・ハードウェアを使用。
クラウドでの利用の場合は、パブリッククラウド上で提供される Kubernetes 用のサービスを利用。

➢ 高速・軽量な起動で開発スピードを加速できる

10

IMM(In Memory Middleware)



Magicians Meeting
2023

【 Docker/ Kubernetes 】

• Kubernetesのメリット
➢ 柔軟にスケーリングできる

Kubernetes 搭載Podの「水平オートスケーリング機能」

➢ サービスディスカバリーで動作を把握できる
サーバー上のアプリケーションのポート番号や IP アドレスを知らせてくれる機能

どのアプリケーションが動いているのかをすぐに把握

➢ セキュリティを強化できる
パスワードや SSH キーなどの情報を保全する機能
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IMM(In Memory Middleware)

Linux上のコンテナ
複数サービスがIMM内のノードとしてデプロイ

IMM-トンネル

Log-DB

IMM-コントローラ

IMM-DB

モニタ

Windows上
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• IMM-エージェント
➢ xpiサーバ(プロジェクト)が実行されるサーバ上で必ず稼働
➢ プロジェクトの起動/停止、正常性のチェック
➢ 複数のエージェントもIMMで一括管理

• IMM-コントローラ
➢ IMM エージェントと通信し、xpiサーバの開始/停止の要求を受け付ける

• IMM-DB
➢ IMM が機能するために必要なすべての運用データが保存されるセントラルリポジトリすべての xpi

関連のランタイム データ、プロジェクト メタデータ、およびリアルタイム実行データが含まれます
➢ インメモリデータベースのRedisを使用

• LogDB
➢ xpiサーバによって生成されるすべてのアクティビティ ログの保管コンテナ
➢ 高速なMongoDBを使用
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• IMM-トンネル
➢ IMM アーキテクチャ内に存在する Webサービス
➢ すべての外部リクエスト (HTTPリクエスト、TCPリクエストなど) を処理し、リクエスト

をIMM コントローラにリダイレクト。
注: HTTP Web サーバー トリガーなどに必要なWeb サーバを代替するものではありません

• モニタ
➢ IMM とその配下で実行されている xpi プロジェクトに関する情報と状態関連データを提供

するインターフェイスです。
➢ 主な機能

ライセンスの使用状況、サーバーの負荷、フローの実行状況
注: 過去バージョンとは異なり、xpi モニタは IMM インフラストラクチャ内

に常駐します(Windowsサービスとして提供されません)。
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【開発環境構築】

• WSL2を使用
➢ WSL：Windows Subsystem for Linux ⇒ Windows上でLinuxを動かす仕組み
➢ PowerShell等のコマンドを実行する必要はありません
➢ Rancher Desktop(SUSE)でらくらく環境構築
➢ 自動的にDocker/Kubernetesをインストール/構成します

• 簡単デプロイ
➢ Magic xpi4.14をインストール
➢ インストールフォルダ内にデプロイ用のバッチファイルが用意 ⇒ 実行するだけ
➢ 前述5つのサービスが自動的にデプロイ
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IMM(In Memory Middleware)

IMM5つのサービス
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IMM(In Memory Middleware)

Magic xpi4.14インストール時に
接続するIMMを指定

chin830g8.jp

chin830g8.jp
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IMM(In Memory Middleware)

デプロイ用バッチファイル
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IMM(In Memory Middleware)

デプロイされたサービスとポート
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【実行環境構築】

• Linux(Ubuntu)を準備
➢ MicroK8Sインストール
➢ Kubernetes 接続情報を出力し、Windowsへ

• 簡単デプロイ
➢ 接続情報をLinuxからコピー
➢ Magic xpi4.14をインストール
➢ インストールフォルダ内にデプロイ用のバッチファイルが用意 ⇒ 実行するだけ

WindowsからLinux上のKubernetesに接続し、デプロイ
➢ 前述5つのサービスがLinux上にデプロイ
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【システム要件】

• 開発環境
➢ CPU：2.66Ghz以上 4コア以上
➢ メモリ：16G以上
➢ 空きディスク容量：25G以上
➢ OS：Windows 10 pro, Windows 11 pro WSL2が有効である必要あり
（クラウド/仮想環境ではWSL2が無効の可能性あり）
Ubuntu 22.04.x LTS

注意）上記仕様は、xpi 開発環境とIMMを同一環境で実行する場合を想定。
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【システム要件】

• xpi 実行環境とIMMを同一環境で実行する場合
➢ CPU：2.66Ghz以上 8コア以上
➢ メモリ：32G以上
➢ 空きディスク容量：25G以上
➢ OS：Windows Server 2022 WSL2が有効である必要あり（クラウド/仮想環境ではWSL2が無

効の可能性あり）
Ubuntu 22.04.x LTS
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【システム要件】

• xpi実行環境とIMMを別環境で実行する場合
【Windowsサーバ】
➢ CPU：2.66Ghz以上 4コア以上
➢ メモリ：32G以上
➢ 空きディスク容量：25G以上
➢ OS：Windows Server 2016、2019、2022

【Linuxサーバ】
➢ CPU：2.66Ghz以上 4コア以上
➢ メモリ：16G以上
➢ 空きディスク容量：10G以上
➢ OS：Ubuntu 22.04.x LTS

注意１）AWSでは、EKSでもIMMは動作するが、料金体系が高額なので、Linuxでの動作が現実的。
注意２）本社開発部では、引き続き、WSL2以外にもWindowsOS上(Hyper-Vなど) でIMMを実行できる環境を検討/検証中。

正式サポートが確認された場合は、追って通知。
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• IMM内で稼働

• 提供機能
➢ Angularで作成された新モニタ
➢ 過去バージョンと同等(ただしGigaSpaces情報はなし)

➢ 刷新され、使いやすさが向上したユーザーインターフェイス：Angularベース
➢ 以前のモニタとくらべ、高速
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新Magicモニタ

【ログイン】
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新Magicモニタ

【プロジェクトの選択】
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新Magicモニタ

【ダッシュボード】
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新Magicモニタ

【アクティビティログ】
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新Magicモニタ

【サマリ】
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• 新Excelコンポーネント
➢ Apache POI採用
➢ バックグランドで動作
➢ 実行時Excelは不要（開発時は必要）

➢ ユーザーインターフェイス刷新

• REST Client(機能追加)
➢ 認証サポート(OAuth、Basic認証)
➢ 様々なWebAPIを呼出

• REST APIコンポーネント
➢ RESTトリガ機能
➢ OAuth、Basic認証サポート
➢ OpenAPI定義とりこみ＆フロー生成機能
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新Excelコンポーネント

ウイザードでExcel展開

項目取り込み
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新Excelコンポーネント

範囲指定による
項目取り込み



Magicians Meeting
2023 37

新Excelコンポーネント

データマッパーに展開
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REST クライアントコンポーネント(認証サポート)

認証方法の選択



Magicians Meeting
2023

39

REST APIコンポーネント
（RESTトリガ）
で何が実現できるのか
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密結合と疎結合

Magic xpi

▪ 密結合のデメリット

▪ 連携先毎に個別に実装する必要がある

▪ 個々にメンテナンス⇒大変

連携ロジック

▪ 疎結合のメリット

▪ 連携ロジックを切り離すことができる⇒身軽

▪ EAIツール側に連携ロジックを集中

連携ロジック

▪ 密結合 ▪ 疎結合
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パッケージ

実際のシステムでは・・・

▪ 密結合

▪ 導入先毎に他システムが異なる

▪ 環境(DBMS)が導入先毎に異なる

▪ マスター受信も毎回作り直し

▪ 実績送信も毎回作り直し

▪ 連携先毎に個別に実装する必要がある

パッ
ケージ

他シス
テム

マスター受信

実績送信

連携
ロジック

▪ 疎結合

パッ
ケージ

他シス
テム

呼出
ロジック

Magic xpi

EAIツール

連携ロジック

▪ 連携ロジックを集中

▪ ロジックは全てEAI(Magic xpi)側に集中

▪ 環境(DBMS)の違いはEAI(Magic xpi)が吸収

▪ パッケージ側は呼出のみ⇒身軽

直すのはココだけ
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構成イメージ

伝票作成

その他

VB

データベース

実績検索

REST

Magic xpi

連携I/Fロジック

ト
リ
ガ
ー

HTTP

SOAP

Magic xpa

Java

リクエスト(Call)

レスポンス

JSON、XML、CSV etc



Magicians Meeting
2023

Magic xpiで作成した機能(フロー)を、連携のAPIとすることができる

WebServiceトリガを使うことで、WebService(SOAP) APIとなる
HTTPトリガーを使うことでHTTP APIとなる
RESTトリガーを使うことで、最新技術トレンドのREST API(JSON)となる

Magic xpiで連携用APIを作成する

連携I/Fを元のソフトウェアから切り離せる

疎結合、部品化の実現、メンテナンス性の向上
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REST APIコンポーネント(RESTトリガ)
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REST APIコンポーネント(RESTトリガ)
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REST APIコンポーネント(RESTトリガ)
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REST APIコンポーネント(RESTトリガ：認証サポート)

認証
Basic
OAuth2
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REST APIコンポーネント(RESTトリガ：OpenAPI取込)
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REST APIコンポーネント(RESTトリガ：OpenAPIスキーマ)
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REST APIコンポーネント(RESTトリガ：フロー自動生成)

自動生成フロー
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今後の計画
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【今後の計画】

• Linux Magic xpiサーバ

• データマージコンポーネント
➢ 異なるデータソースをJOINする機能

• データベース更新の高速化
➢ Multiレコード INSERTサポート

• Studioのブラウザ化
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今後の計画

※ 提供時期は未定です
計画が変更になり、提供されなくなる場合もあります
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今後の計画

※ 提供時期は未定です
計画が変更になり、提供されなくなる場合もあります
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ご清聴ありがとうございました。
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